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研究発表要旨 

・大学図書館における危機管理－「個人情報保護のためのチェックシート」の作成を中心に－ 
・コンソーシアム研究 
・図書館スタッフ研修プログラムについて－人材育成のあり方― 

 
＜研究分科会プロフィール＞ 

当分科会は、「知識、技能、感性豊かな図書館員の育成」を目標として研究活動を行っている。2
年間の研究活動は講義とグループ活動で構成され、図書館界の最新動向や、図書館員としての専門

性を高めるための情報が提供される。また会員数が多いため情報交換も活発に行われ、得られる情

報が多いのも特徴である。当分科会は、慶應義塾大学の加藤好郎氏が世話人として主催する研修会

であり、私立大学図書館協会東地区部会研究分科会において、継続した人材育成の役割を果たして

いる。図書館員（専門職）育成の継続した研修が不十分であるなか、当分科会の存在価値は高いと

いえる。 
 

＜研究活動内容＞ 

 月例会は、「講義」と「グループ研究」という構成で行っている。講義テーマの設定および講師

の手配は加藤氏が担当し、グループ研究は会員の自主運営というスタイルで、設定したテーマごと

に活動している。最終的にこの成果を論文集として刊行する予定である。会場は、慶應義塾大学三

田メディアセンターを中心に、会員の所属する各大学で行った。 
 
＜次年度予定＞ 

  未定 
 
＜ホームページ＞ 

http://www.jaspul.org/e-kenkyu/public/ で講義録、グループ活動記録を公開している。 
 
 


